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研究成果の概要（和文）： 
 ステレオタイプと偏見の機能－特にシステム正当化機能－と自己ステレオタイプ化に注目
して，ジェンダー・システムの再生産過程における，ジェンダー・ステレオタイプと性役割的
偏見の役割について実証的研究を行った．システム正当化機能に関しては現システムへの脅威
や死すべき運命や異性愛が顕現化した状況で，自我正当化機能に関しては自尊心への脅威状況
で，集団正当化機能に関しては特定の自己表象が活性化した状況で，ステレオタイプ化や偏見
が強まることを見いだした．ジェンダー・システムを再生産の観点からこれら結果について考
察した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We conducted empirical research in the roles of stereotyping and prejudice in 
reproduction processes of gender system by focusing on functions of stereotypes and 
prejudice and self-stereotyping. We found that (1) threat to status quo, mortality 
salience, and heterosexuality salience strengthen self- and other-stereotyping and 
sexism, (2) threat to self-esteem strengthen stereotyping and sexism which men exhibit, 
and (3) activation of specific gender-related self-representation strengthen 
stereotyping and sexism which women exhibit. We discussed these findings in terms of 
reproduction of gender system.  
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１．研究開始当初の背景 

平成 11 年に男女共同参画社会基本法の制
定・施行，および，男女雇用機会均等法の改

正が実施され，性役割的偏見や差別を無くそ
うとする社会情勢にある．このような中で
「男女平等」ということに正面切って反対を
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唱えることは少なくなってきている．しかし，
現代の若者においても性役割的偏見や差別
がなくなっているとは言えない．その背景に
は，ジェンダー・ステレオタイプが自己認知
や他者認知において重要な役割を果たして
いることがある． 

本研究では，ジェンダー・ステレオタイプ
が，意識的にも無意識的にも，自己や他者に
適用される過程－自己ステレオタイプ化
（self-stereotyping）と他者へのステレオ
タイプの適用－と性役割的偏見が状況に応
じて出現することを明らかにし，ジェンダー
秩序の再生産という大きな問題を解決する
手がかりを得ることを目指した． 

近年のジェンダー・ステレオタイプや偏見
の研究では，①a)男性/女性という単純なス
テレオタイプがあるのではなく，家庭志向女
性やキャリア志向女性といったサブカテゴ
リー・ステレオタイプが広く存在しているこ
と，b)そのサブカテゴリー・ステレオタイプ
は「作動性」と「共同性」という次元で理解
できること，c)サブカテゴリー・ステレオタ
イプはポジティブな側面とネガティブな側
面の双方を含むアンビバレントなものであ
ること(e.g., Glick & Fiske, 2001)，②a)
状況要因が意識的な過程ばかりでなくステ
レオタイプの活性化といった自動的過程に
も影響を及ぼすこと，b)ステレオタイプの自
動的活性化や適用に影響を与える要因とし
て，ステレオタイプの機能に関連した目標が
重要であること，c)機能に関連した目標とし
て，自己や内集団への脅威の防衛/他者の理
解/平等主義目標，などが重要であること
(e.g., Blair, 2002; Kunda & Spencer, 2003)，
③ジェンダー・ステレオタイプの理解には，
支配と家父長制/親密な関係と敵対的関係と
いった社会構造の理解が不可欠であること
(e.g., Glick & Fiske, 2001)，が実証的に
示されている． 
 申請者が平成 15～17 年度で科研費の補助
を受けて行った一連の研究（「潜在的性役割
的偏見の発現とジェンダー・ステレオタイプ
の受容における心理過程の検討」）では，こ
れらの知見を現代日本人の若年層男女が持
つジェンダー・ステレオタイプと偏見に適用
し検討をおこなった結果，欧米での知見を日
本でもおおむね確認することができた．  
 
２．研究の目的 

本研究は，前記科研費を受けて行った一連
の研究の知見を，自己ステレオタイプ化と偏
見・ステレオタイプの機能－特にシステム正
当化機能－に注目し，拡張することを試みた． 
 ステレオタイプと偏見の機能として，カテ
ゴリー化機能，自我正当化機能，集団正当化
機能，システム正当化機能が指摘されている．
本研究では，これら機能を念頭に置いて，こ

れまであまり検討されてこなかった状況で
も，偏見やステレオタイプ化の強化が生じる
ことを検討することが第 1の目的である． 
 自己ステレオタイプ化とは，既存のステレ
オタイプを自己概念に取り込み，それによっ
て自己を規定することを指す．近年では，社
会的自己研究における関係的自己の研究領
域でも研究が行われている．重要な他者の表
象が活性化されるだけで，その重要他者が自
己に対して期待するステレオタイプが自己
の表象に取り込まれる過程や，プライムされ
た概念が行動として現れる自動的過程にお
いても，ステレオタイプに沿った自己表象の
変化が重要な役割を果たしていることが示
されている(e.g., DeMarree, Wheeler, & 
Petty, 2005; Levy, 1996)．この自己ステレ
オタイプ化が，ステレオタイプや性役割的偏
見の再生産にどのように寄与しているかを
検討することが第 2の目的である． 
そこで，本研究では，ステレオタイプと偏

見の機能に基づき，状況依存的なジェンダー
に関わる自己ステレオタイプ化と他者への
ステレオタイプの適用や偏見が生じる状況
を明らかにするとともに，どのような結果を
生じさせるかを明らかにすることを試みた． 
システム正当化機能に関しては，①死すべ

き運命が顕現化した状況でのジェンダー・ス
テレオタイプ化と性役割的偏見を検討し，文
化的世界観の正当化機能を果たすことを実
証的に示すことを目指した（研究成果(1)）．
②現状のシステムに対して脅威を与えた状
況でのステレオタイプ化と偏見を検討して，
現状のシステムの正当化機能を果たすこと
を実証的に示すことを目指した(2)．③ジェ
ンダー・システムの基盤となる異性愛が顕現
化した状況での自己ステレオタイプ化や性
役割的偏見を検討し，相補的な性役割の再生
産を生み出す機能を果たすことを実証的に
示すことを目指した(3)． 
自我正当化機能に関しては，自己に対する

脅威を与えた状況で潜在的ステレオタイプ
化や潜在的偏見が生じるかを検討し，また，
この過程を調整する要因を検討することに
より，潜在的ステレオタイプ化や偏見が自我
正当化機能を果たすことを実証的に示すこ
とを目指した(4)． 
集団正当化機能に関しては，女性のジェン

ダー関連自己の表象の活性化が，その表象に
合致する女性と合致しない女性に対する偏
見やステレオタイプ化を検討することによ
り，集団正当化機能を果たすことを実証的に
示すことを目指した(5)． 
カテゴリー化機能に関しては，反ステレオ

タイプ事例がステレオタイプの低減に及ぼ
す効果を検討することにより，カテゴリー化
機能を果たすことを実証的に示すことを目
指した(6)． 



 

 

 
３．研究の方法 
 文献研究を踏まえて，主に実験を用いて実
証的な検討をおこなった．具体的手続きは，
研究成果とあわせて記述する． 
 
４．研究成果 
(1)文化的世界観の正当化 
 研究 1-1 では，性役割観を測定しておいた
男性参加者に，死すべき運命の顕現化（MS）
の（vs. 統制）操作を行った後，伝統的女性
と非伝統的女性の頻度を予測させた．結果と
して，伝統的性役割観を持つ男性は，統制条
件に比べMS条件で伝統的女性の頻度を高く，
非伝統的女性の頻度を低く評定した．この結
果は，伝統的性役割観を持つ男性は，反ジェ
ンダー・ステレオタイプ事例をサブ・タイプ
化することにより，文化的世界観の正当化を
行うことを示唆している． 
 研究 1-2 では，性役割観を測定しておいた
男女大学生に，MS（vs. 統制）操作を行った
後，将来の収入と将来の子どもの数を予測さ
せた．結果として，MS条件では性別に関係な
く，伝統的性役割観を持つ参加者では子ども
の予測数が増え，平等主義的性役割観を持つ
参加者では将来の予測収入が高まった．この
結果は，性役割観の相違により異なった方法
で自己が持つ文化的世界観を防衛すること
を示唆している． 
 
(2)現システムの正当化機能 
 研究 2-1 では，日本の犯罪状況が悪化して
いる（vs. していない）という情報を与えら
れた参加者は，日本の現状を良いと評定する
ことを見いだした．この結果は，日本人にお
いても現システムを正当化しようとする動
機があることを示している． 
 研究 2-2-1,2 では，性役割観を測定してお
いた男女参加者で，日本の脅威となる（vs. 
ならない）外国を顕現化した時の慈愛的偏見
を測定した．結果として，男性参加者では性
役割観とは関係なく，脅威条件で慈愛的偏見
が強くなり伝統的女性に対する好意が高く
なった．一方，女性参加者では，伝統的性役
割観を持つ女性においてのみ，男性と同様の
結果が得られた．この結果は，日本システム
に対する脅威があると，一見無関係に見える
性役割的偏見を用いて，現システムを防衛し
ようとすることを示唆している． 
 研究 2-3 では，ジェンダー・ステレオタイ
プを表明（男性ステレオタイプ vs. 女性ステ
レオタイプ vs. 統制）した後の日本の現状の
正当性認知を測定した．結果として，男性参
加者では女性に対してポジティブなステレ
オタイプを表明するほど日本のシステム正
当化認知が高まった．この結果は，一見無関
係に見えるジェンダー・ステレオタイプが日

本のシステム正当化機能を持つことを示唆
している． 
 
(3)異性愛とジェンダー・システムの再生産 
 研究 3-1 では，性役割観を測定しておいた
男性参加者の，異性愛が顕現化（vs. 統制）
した時の潜在的自己ステレタイプ化を，潜在
連合テスト（IAT）で測定した．結果として，
平等主義的性役割観を持つ男性では，異性愛
が顕現化するとジェンダー・ステレオタイプ
的に自己と特性を連合させるようになった．
この結果は，女性に対するステレオタイプの
適用の先行研究の結果と対応し，異性愛が顕
現化した状況では，他者ばかりではなく自己
にもステレオタイプを適用することを示し
ている． 
 研究 3-2-1 では，調査により重要他者のジ
ェンダー期待に合致するように自己呈示を
変容するのは，自尊心の低い女性であること
を見いだした．研究 3-2-2 では，自尊心を測
定しておいた女性参加者に対して，恋人概念
を閾下プライミングするかしないかを操作
して，「おしとやか」概念の活性化を語彙判
断課題によって測定した．結果として，自尊
心の低い参加者においてのみ，恋人概念をプ
ライミングした時に「おしとやか」概念が活
性化していた．研究 3-2-3 では，研究 3-2-2
と同じ操作をした後に，従属変数として，女
性参加者の摂食量を測定した．結果として，
自尊心の低い参加者においてのみ，恋人概念
をプライムすると摂食量が低下することが
見られた．これらの研究の結果は，異性愛が
顕現化すると，少なくとも自尊心の低い女性
においては，伝統的性役割観に合致した自己
呈示目標が活性化し，自己ステレオタイプ化
が生じ，伝統的性役割に従った行動が自動的
に行われることを示唆している． 
 研究 3-3 では，異性愛を顕現化（vs. 統制）
した時の家庭志向女性とキャリア志向女性
に対する評価について，自己概念との関連を
中心に検討した．結果として，異性愛が顕現
化するとジェンダー・ステレオタイプ的な評
価が強まったが，男性性の自己表象によりこ
の効果は調整されていた．自己を男性的と捉
えている参加者は家庭志向女性をより女性
的に評価する方向で，自己を男性的でないと
捉えている参加者はキャリア志向女性をよ
り男性的に評価する方向で，それぞれジェン
ダー・ステレオタイプ的な評価を強めていた．
この結果は，自己表象のありようによって異
なった方法で，男女の相補性を前提とするジ
ェンダー・システムを防衛することを示唆し
ている． 
研究 3-4 では，女性が持つ異性愛に関わる

ロマンティック幻想－パートナーにファン
タジー物語の登場人物（e.g. 白馬の王子）
を重ね合わせる傾向－について調査研究を



 

 

行った．研究 3-3-1 では，女子大学生を参加
者にして，質問紙により顕在的な，IAT によ
り潜在的なロマンティク幻想を測定し，家庭
志向やパートナーへの依存傾向を質問紙に
より測定した．結果として，潜在的なロマン
ティク幻想を持つ女性ほど依存傾向が強く，
顕在的なロマンティック幻想を持つ女性ほ
ど家庭志向が強かった．研究 3-3-2 では，育
児中の既婚女性を参加者にして，顕在的/潜
在的ロマンティク幻想を測定し結婚生活満
足感や育児幸福感を測定した．結果として顕
在的ロマンティク幻想が高い女性ほど結婚
満足度が高く，潜在的ロマンティク幻想が高
いほど結婚満足度が低いことが見いだされ
た．これら研究の結果は，異性愛に関わる性
役割的顕在的信念ばかりでなく潜在的信念
が女性の将来志向や結婚幸福感に影響を及
ぼすことを示唆している． 
 
(4)自我正当化機能 
 研究 4-1 では，IAT によってジェンダーに
関わる潜在的内集団バイアスを検討した．研
究 4-1-1 で，女性では潜在的内集団バイアス
が見られるが，男性では潜在的内集団バイア
スが見られないことが明らかとなった．研究
4-1-2 では，IAT の刺激項目のステレオタイ
プ性により，潜在的内集団バイアスが影響を
受けることが明らかとなった． 
 研究 4-2 では，課題遂行に対するネガティ
ブなフィードバックにより自我脅威を与え
た（vs. 与えなかった）男性参加者の，潜在
的ジェンダー関連内集団バイアスをIATで測
定した．結果として，統制条件では見られな
い内集団バイアスが自我脅威条件では生じ
ることが見いだされた． 

研究 4-3 では，シングル・カテゴリーIAT
を使用することにより，内集団高揚と外集団
蔑視を区別して，自我脅威状況におかれた男
性の潜在的内集団バイアスを検討した．結果
として自我脅威状況におかれた男性は，統制
条件の男性に比べて，外集団蔑視は行うが
（4-3-1），内集団高揚は行わないことが示さ
れた（4-3-2）．また，自我脅威の影響は自尊
心の高い参加者において顕著であることも
見いだされた．これらの結果は，男性が女性
に対して示す偏見が自我正当化機能を果た
すことを示唆している． 
 研究 4-4 では，脅威状況におかれた男性参
加者の潜在的女性蔑視がジェンダー・カテゴ
リーの顕現化の影響を受けるかを検討した．
ジェンダー・カテゴリーを顕現化した場合に
見られた脅威時の内集団バイアス強化が，カ
テゴリーの顕現化を低下させると，見られな
くことが明らかとなった． 
 研究 4-5 では，ジェンダー・カテゴリーの
操作をして男性の女性に対する偏見やステ
レオタイプの変容に及ぼす効果を検討した．

男女の弁別性を高めた後で，男女を共通カテ
ゴリーに含める操作をすると，顕在測度にお
いては男性の女性に対する好意が高まるこ
と（4-5-1），潜在測度においてはジェンダ
ー・ステレオタイプが強化されることが見い
だされた（4-5-2）．これらの結果は，顕在的
な偏見の低減という望ましい効果が潜在的
なステレオタイプの強化を伴う可能性を示
しており，性差別の解消の困難さを示唆する． 
 
(5)自己ステレオタイプ化と集団正当化機能 
 研究 5-1 では，重要他者の期待によるジェ
ンダー関連自己ステレオタイプ化について
女性を参加者にして検討した．研究 5-1-1 で
は，重要他者のジェンダー関連期待とジェン
ダー関連自己概念の変化の関係を検討した．
結果として，伝統的性役割観を持つ女性のみ，
男性的特性において，重要他者の期待に沿っ
た方向に重要他者といる時の自己概念が変
化することが見いだされた．研究5-1-2では，
母親をプライム（vs. 無関連プライム）して
ジェンダー関連自己概念の変化を測定した．
結果として，伝統的性役割観を持つ女性での
み，母親がプライムされると，男性的ポジテ
ィブ特性で，母親の期待に沿った方向に自己
概念が変化することが見いだされた． 
 研究 5-2 では，母親のジェンダー関連期待
を測定しておいた参加者に，母親をプライム
（無関連プライム）した時の，伝統的女性と
非伝統的女性に対する偏見やステレオタイ
プの適用を顕在測度を用いて測定した．結果
として，母親プライム条件では，母親に期待
されている性役割女性に対してより好意を
向けるようになり，伝統的性役割観を持つ女
性ではよりステレオタイプを適用するよう
になった．ただし，母親プライムの操作が有
効な参加者においてのみ効果が見られた． 
 研究 5-3 では，性役割観と母親のジェンダ
ー関連期待を測定した参加者に，母親プライ
ム（vs. 無関連プライム）した時の，伝統的
女性と非伝統的女性に対する潜在的偏見や
ステレオタイプを，IAT を用いて，測定した．
結果として，潜在的偏見は参加者が持つ性役
割観により規定され，自分の性役割観に合致
した女性に対して好意を持った．一方，伝統
的性役割観を母親に期待されている参加者
は，母親プライムされると，ステレオタイプ
の適用が強まった． 
 これら一連の結果は，重要他者が顕現化す
ると，重要他者の期待に沿った自己ステレオ
タイプ化が生じ，この自己規定に沿った．集
団間バイアス的偏見やステレオタイプ適用
が生じることを示すものであり，自己ステレ
オタイプ化において重要他者の期待が重要
であることを示唆するとともに，ステレオタ
イプが集団正当化機能を果たすことを示唆
するものである．  



 

 

 
(6)カテゴリー化機能 
 研究 6-1 では，カテゴリーが無効であるこ
とを示す反ステレオタイプ事例（有能な女
性）がジェンダー・ステレオタイプの変容に
及ぼす効果について検討した．自尊心を測定
していた男子大学生に競争状況（vs. 絶対評
価状況）で反ステレオタイプ事例（vs. 無関
連情報）を呈示し，その後，潜在的/顕在的
ジェンダー・ステレオタイプを測定した．結
果として，顕在/潜在測度の両方で，自尊心
が低い参加者においてのみ反ステレオタイ
プに接するとステレオタイプが弱まり，自尊
心が高い参加者ではステレオタイプが強ま
る傾向が見られた．また，競争状況の方で顕
在的ステレオタイプの低減が見られた．これ
らの結果は，反ステレオタイプ事例がステレ
オタイプを弱める効果を持つこともあるが，
サブ・タイプ化されステレオタイプが強化さ
れるときもあることを示唆している． 
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